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DX について知っているつもり程
度 の 知 識 し か な い 私 は， 家 人 に

「DX ってどういう意味なの？」と
聞かれ，何かの書物で読んだことを
さも知っているかのように「昔は鉄
道に乗車するときは切符を買って改
札で鋏を入れてもらっていただろ，
それが Suica の自動改札に替わった
じゃない。今は 1 枚のカードで各社
乗り継ぎまでできる，あれが DX」
と答えることで繕っていました。そ
んな知識不足の私に今回，機関誌の
DX 特集担当が回ってきました。

企業が「デジタル化」を重要課題
として取組み始めていることが影響
しているのでしょうか，一緒に担当
する岡本さんの助言や編集委員皆さ
んの協力もあり，多くの方が執筆を
快諾してくださいました。

巻頭言をお願いした東京大学特任
教授小澤一雅先生から「DX 推進の
要諦は，多様なデータの連携から新
たな価値を創造することである。ま
ず，データ活用のためのデータ整備
を図る必要があり，次に，異なる組
織間でデータやアプリケーションを
活用するためのシステムが必要であ
る。さらに，DX 推進のための組織
の変革が有効であり，DX はこれら
の活動を通して，ビジネス，組織，
プロセスや文化の変革をもたらすと

言われる。建設産業がより付加価値
の高いインフラサービスを提供する
国際競争力の高い産業として発展す
ることが望まれる。」という提言を
いただきました。

執筆いただいた 2 本の行政情報
は，「国土交通省が推進するインフ
ラ分野の DX」，「建設機械分野の
DX の取組み」というタイトルで，

「データとインフラ技術を活用した
DX 推進本部の施策」や「建設機械
施工の自動化・自律化・遠隔化技術」
について紹介していただきました。
また特集報文も「データの整理・活
用方法」，「データ活用事例」，「共通
制御信号システム開発事例」，「シス
テムの運用事例」など結果として巻
頭言でいただいた提言について多く
の実証事例報文が集まったと確信し
ています。そして「交流の広場」エ
アロセンス㈱様の「AI ロボットと
共生していく時代を，ドラえもん文
化のある日本が，その世代が，世界
をリードしていく」という言葉に将
来への希望を感じました。

最後になりますが，ご多忙にもか
かわらずご寄稿いただいた執筆者の
皆様とご尽力いただいた関係者の皆
様に厚く御礼申し上げます。執筆い
ただいたこれらの報文が，今後の建
設機械施工 DX の一助となりますな
ら幸甚です。ありがとうございまし
た。

  （赤坂・岡本）
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8 月号「橋梁特集」予告
・持続可能なインフラメンテナンスに向けた新技術の活用促進に係る取り組み　・道路橋におけ
る基礎の施工法と設計法の変遷　・塩害と台風環境下における鋼橋の高防食技術の開発　・JICA
における海外協力　・多軸式特殊台車を用いた重交通交差点上での夜間架設　・多摩川スカイブ
リッジで活躍した施工機械　・スパンバイスパン架設工法による橋梁上部工の施工　・長大スパ
ンのプレキャストセグメント張出し架設　・下郷大橋におけるアーチリブの施工　・ダッカ都市
高速鉄道 6 号線　橋梁及び高架駅建設工事　・海外でのプレテンション桁の製作　・関西圏都市
部における中国道リニューアル工事　・スマート床版更新（SDR）システムの開発　・シンガポー
ル公共工事 40 m スパンの仮設鋼構造トラス橋（歩道）の解体・撤去　・床版取替工事向け多機
能床版取替機　・橋梁維持管理への AI 活用




